







平成 21 年 11 月 25 日（水） 













































 その男が 2 カ月ぐらい前に、日本ではニワトリはいったいどれぐらい飼われているのかとい
う簡単な質問を出しました。ただちに返事が別の同級生から来まして、日本人 1 人当たり、だ




























 私は 2001 年、平成 13 年 3 月 31 日で総研大を任期満了で卒業したのですけれども、次の年
に国際高等研のフェローにしていただきました。これはちょうどいい機会だと思い、こういう
フォーラムを始めました。哲学から医学まで、いろいろな分野の先生を、あまり分野の重複が
ないようにお願いして、1 回だいたい 10 人、あるいは 10 人足らずの先生にお集まりいただい
て、フォーラムを 3 回国際高等研でやらせていただきました。そのあとを総研大の葉山でお願





























 第 1 回は岡崎で、7 月 9 日にいたしました。分子研、基生研、生理研でございます。それか
ら 8 月 2 日に民博へ行って、開催しました。今日は 3 回目でございます。 
 時間もそんなにないのですが、もう少しだけ言わせください。この議論の意義、どうしてこ
ういう議論をお願いしているかということ、ぜひいいディスカッションになるようにしていた
だきたいと思っております。今年はベルリンの壁が崩壊して 11 月 9 日でちょうど 20 年だそう






























 ついでに自己紹介を始めてよろしいでしょうか。私は 1930 年の生まれでございまして、旧
制度で大学院までずっと教育を受けました。旧制度の大学院というのは有名無実なのですけれ
ど、一つの例外が特研生（特別研究生）で、5 年間特研生にしていただきました。それから東
大、九大、分子研と流れ歩いて、それで総研大に参り、先ほど申しましたように 2001 年の 3













































































［高 畑］ そうです。 
［中 村］ ずっと出ておられます。もう度重なっておられますので、たぶん総合的なお話で
はないかなと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
















































 明治 5 年にご存じのとおり学制が発布されますけれども、ここで極めて明確な、野心的な目
標を掲げるわけです。明治政府はすごいなと思います。「邑に富岳の戸なく、家に不学の子なか
らしめんことを期す」と掲げます。日本全体を 8 大学区、大学区 1 つを 32 の中学区に分け、


































































― 136 ― ― 137 ―
て、大学全体をみれば種別化、多様化していました。 




























































― 138 ― ― 139 ―
 いずれにしても、2004 年に国立大学は法人化されました。けれども現在の日本の高等教育の





























― 140 ― ― 141 ―
校、一高が、定員が一番多くて、それでも 200、200 で、文系、理系 200 ずつですから非常に
少ないです。だから旧制高校に入るのは本当に狭き門でした。ほかのところは理系のほうが多
くて、例えば 80 と 120 とか、何かそんな定員で、非常に少なかった。 





 旧制高校に入れば、3 年間はまったく講義なんか 1 つも取らなくても、自分のやりたいこと
をやって、それで大学に行くなどという人がざらにいました。それからわざと表裏やるとかい
って 6 年間在学するとか、そういうところは非常に自由な雰囲気でした。 


















［高 畑］ 元ですか。あると思います。 
― 140 ― ― 141 ―
［廣 田］ それはどういうところにあるのですか。 
［高 畑］ たぶんハーバードかジョンズホプキンス大学などに取ってあると思います。一部
は潮木守一さんが書かれている IDE の中にあります。 















［高 畑］ ほとんどなかったです。 
［廣 田］ まったくなかった。新制度では 5 年の課程がきちんとできた。私が卒業したとき
の研究室は、理科系の研究室ですけれども、教授、助教授と助手が 1 人か、2 人いて、自然科
学系はスタッフはそれだけなのです。あとは家が豊かで、就職したくないという人が 1 人、2
人研究生でいる、そんな程度で、何も他のスタッフはいないのです。特研生の数は、私がおり
ました化学科は学部学生定員が 30 人でしたけれども、特研生は 1 学年に 1 人、採れるか採れ
ないかぐらいです。そのぐらいです。だから特研生がいる研究室なんていうのはめったにない
です。 
 それで新制大学院ができて、学部定員が東大の化学の場合には最初は 25 人だったか、そん
なものです。8 講座で、平均 4 人ぐらいが来ます。大学院学生は M1、M2 といういまの形態で
す。1 学年数名ずつ研究室にきますから、ものすごくにぎやかになった。 
 それでやはり D1、D2 になったら、下を教えるでしょう。切磋琢磨する。経済的にはお粗末
― 142 ― ― 143 ―
です。日本政府というのは本当にお粗末で、大学院のために何も特別な投資とか、そういうも
のは本当に不十分だったけれども、大学院は新制になってすごく充実したと思います。 
［高 畑］ それは 60 年代ぐらいですね。 
［廣 田］ 私どもは旧制の一番最後で、新制の第 1 回と一緒に卒業したのですが、非常に就























［高 畑］ 研究科を作りました。 
［廣 田］ 文系教養学科で、それから理系も基礎科学科というのをちゃんと作ってやってお
られた。それでいまも、いろいろな雰囲気は本郷に決して劣っていないと思います。規模は小
― 142 ― ― 143 ―
さいですが、教養教育もかなりいいのをやっています。ほかの国立大は「教養部なんて」と言
って、みんな潰してしまったでしょう。あれはよくないですね。 

































































































［中 村］ それを単に不幸な時代だったと言ってしまわないで……。 
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  図版省略 平凡社『日本常民生活絵引』第3巻151頁参照 
― 158 ― ― 159 ―
資料3 囲碁を楽しむ遊女 
  図版省略 小学館『江戸時代館』414頁参照  

































   操太夫小山次郎三郎参る。 
       碁盤人形               衣桁人形 
        一 傀儡師                 一 太神楽 
         一 胡蝶の舞楽                 一 きぬた砧   
        一 子宝三番三 からくり 
資料13 「衣桁」と屏風 
  図版省略 小学館『江戸時代館』389頁参照  
資料14『阿淡年表』」元禄13年（1700）7月15日 
  屏風人形、碁盤人形、操仰せつけらる。 
資料15 喜多川歌麿 音曲恋の操 
  図版省略 2008年10月7日－11月30日  江戸東京博物館「ボストン美術館浮世絵     




















































































［川 崎］ いかがしましょうか。時間が押していますが、以後 10 分遅れで進めてしまって




































































融合研究センター設置のことが書かれています。極地研の特徴は Vast amounts of data on the 






































































































































 最近、この Transdisciplinary という言葉を使うところが非常に多くなりました。このルー


































































― 172 ― ― 173 ―







































［真 山］ わかりました。ありがとうございます。 


















































［北 川］ これは当然、そのときの知識に依存している。 






























































― 176 ― ― 177 ―
主義者だと申し上げましたけれども、われわれ統計家はどういう信条の中で動いていたかとい
うと、先ほど実学という言葉がネガティブな意味で使われたのですが、もともと福沢諭吉が実






理で、近代統計のパイオニアの Karl Pearson が「自由思想の倫理」と呼んだものです。 
 そのうえで Pearson は、現在当たり前に言われている実証科学、プラン、ドゥ、チェックの
ようなステージ、この一連のプロセスが科学的認識の標準プロセスモデルであることを 1882
年に言ったわけです。これは『科学の文法』（The grammar of Science）という本になってい
ます。 
 おもしろいことに科学のプロセスモデル、一種のメタファーみたいなものが先にあって、こ
のあとに Karl Pearson はヒストグラムとかスタンダード・デビエーションという、いまは小
学校でも教えそうな記述統計的方法を生み出していきました。 







































































Shewhart とか、日本の石川馨先生、George Box などのいろいろなアイディアを全部結集した
ものです。 





























































































― 182 ― ― 183 ―
 要するにシステムを選択する、価値を選択するのではなくて、どんなシステム、どんなプロ
セスでやるかということを選択するステージです。これに関して、日本人の研究者の貢献は大













































英語で言えば may とか can のレベルでみんな大騒ぎしてしまう。それに対して普通、医薬品




ある意味で曖昧になって、タミフルは危ないと言ったら、can だか may だか should だか must
だかわからなくなってしまうところがあるのですが、英語だったらきちんとそこは判別すると
思っているところがたくさんあります。 















































［ 椿 ］ 申し訳ありません。私の不勉強です。 
［高 畑］ 私も全然素人なので、川崎先生にお聞きしたらいいかもしれない。経済学はもと
もと倫理的な側面が強い。 


















― 186 ― ― 187 ―
金融取引でも一応リスクは算出できる。はたしてそれが正しかったかどうかというのは、昨今
の金融危機を見ると不安になります。 
［高 畑］ 正しくないから、去年バブルがはじけたわけです。 
［川 崎］ 正しくなかったというのは、結局使いやすいモデルだけを使っている。そういう
























［ 椿 ］ はい。本来は。 
［高 畑］ そこの意識と、それから実際に経済活動をしていくときの姿勢ですね。例えば会



















［ 椿 ］ 私が単純に偏見で、このへんのブリッジが少ないと思った。 
［廣 田］ 難しいだろうと思います。 





































［ 椿 ］ やはり遺伝子に多様化が必要なように、価値観とか文化のところも実はいろいろ
な意味でローカルなものとかいろいろな多様化がないと、いま先生がおっしゃられたように、
そこに抑制が働かない。 
［廣 田］ 抑制ですね。それができればいいのですけれどもね。 
― 190 ― ― 191 ―






















［廣 田］ そこでフィードバックができるわけですか。 







― 190 ― ― 191 ―
に行ってしまう。 
［ 椿 ］ これは危ないですね。 
［廣 田］ そういうところのほうが問題ではないかと思います。 





















































もう 30 年くらいですけれども、そういう分野があるということです。 
 おそらくマーケティングと呼ばれている分野も、そういったローカルな知見を大事にしてや
っていこうというところだと思います。 
［高 畑］ それでは文化は、いい加減なということでいいのですか。 
［ 椿 ］ いい加減かどうかはわからないのですが、例えばマーケティングサイエンスだっ











［ 椿 ］ はい。 
［神 田］ これは人間が別になっていて、精神というのがいい精神というか、どういうイメ
ージで精神というのが……。 












［渡 邉］ 進歩主義の後継ぎはこの中から出てくるのでしょうか。 

































［高 畑］ 現役のときにはそういうことはおっしゃらなかった。 
［廣 田］ いまの大学は変えるべきだと思っていますが、それはもっと教養を入れないとい












［川 崎］ 皆さん、長時間どうもありがとうございました。 
 
 
 
 
― 196 ―
